
1950年の韓|玉|戦争の時は、崇礼¥"¥のｲi

積みと門楼が砲弾と銃弾により損傷を受

現代のけたので、1953年に緊急修理を行い、

崇礼門1961～1963年に再び石積みの一部と|Ⅲl

楼の全休を修理することにより、戦争に

よる組傷をほとんど復旧した。2006年3

月には、ソウルmが来礼riv.i辺を公|刺に造成し、崇礼I"lを市民に公

|I|した。

建造されて約600ｲ|{のi.'ll、数多くの戦乱と苦難の中でも他ｲh

だった崇礼i"lは、2008ｲ|：2川1GB、放火により門楼の一部が焼失

してしまった。残骸に対する粘密i洲査の粘果、門楼の2階の90％と

1899年に崇礼nの4!1班のところを電車が

通るようになり、祭礼|Ⅱlは都城の出入り

を統制していた本来の機能はもとより、

軍事的・俄礼的・思想的機能をすべて失

ってしまった。その後、崇礼¥"¥をはじめ

崇礼nは漢陽都城の他の大I"Jと同

様、都城への出入りに使われた城I"]

であると同時に、中Nの皇‘,､ifが送っ

た外交使節を出迎え、外交文書のi洲

雪を受け取り、帰る使原を見送る(賎

送)場所とするなど、国の間i")として

日常的に城["]を開閉す

ることの他に、皇|息ばつ

が続き、｜､¥4乞い祭を行

う場合、火の方角であ

る南の崇礼｢"Jは閉じ、

水のﾉj角である北の粛

清門は開いた。さら

に、市場の位置を移

し、鼓は鳴らさないよ

うにするなど、陰|場五

行思想に従って、天に

現代の
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朝鮮時代の
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近代の
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とする都城の四大門は

道路の建設による城壁

の撤去及び、都市の拡

惟に伴う部城の解体な

どを経て石積みと2階門

楼のみの城門になって

しまった。

!i本により撞制的

に合併された1910年

には、崇礼門の周辺に

I'l形のイi積みがつくら

れ、その周囲に線路や

'|{道が作られた。その

の役割を果たした。また、^国に使臣を送ったり、軍隊を出

兵させた時には官僚たちが崇礼門の外で見送るのが習わしだ

った。英祖(1724～1776)は崇礼nの門楼において罪人を断罪

し、正祖(1776～1800)は水腺・顕隆瞳|へ川Nいた時に崇礼I"l

の周辺に斥候と伏兵を配置した。さらに、純祖(1800～1833)

は御陵で葬儀が終わった後、神主(位牌）を崇礼門の外で迎えた

という記録が残っていることから、崇礼｢Ⅱlが様々な役i'PIをして

きたことが分かる。

城門とその周辺に軍隊を配置し、都城|ﾉ1部の宮殿と民を守る

と同時に、通行禁止時間(2更～5更)には城門を閉じて川入りを禁

じた。城門を開閉する信号

固分善首は、姉や鼓を利川して知ら

のi.'ll、数多くの戦乱と苦難の中でも他ｲh

i2川1GB、放火により門楼の一部が焼失

j－る粘密i洲査の粘果、門楼の2階の90％と

1階の10%稗度が被害を受けていたこと

がIﾘlらかになった。しかし前もって作成

しておいた精密な実測図と写真を活ill

すれば、門楼の復旧が可能であると判断

された。その後、2008年から20(〕9ｲ|皇

までの約2年間、精密な実測調査と構造

の女や性I淵査を行い、2010年2JIに侭Ill

l/K-に着1こして2013年5月4日にl事を

完]/した後、一般公開された。

姓一一＝丑李起龍筆南池言老曾固(1629年）

行思想に従って、天に

雨乞いの祭mを行った。雨が降ると再び崇礼I"lを開放し、移され

た市場を本来の場所に戻した。またill場で鼓を鳴らすことを許す

など本来の状態に戻る。1528年(中京23)には、春と夏の干ばつと

は違って秋の場合は雨乞い祭のみを行い、城nの開閉や鼓を鳴ら

すことを禁じることは行わないなど、季節に合わせて調整するこ

ともあった。
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崇礼¥"¥の建築｜崇礼門は花尚料を高く築いたii{Ml{虹のようなアーチ 火災前の扇額火災後の扇額

せたが、2更の閉門を入定、
型)を入り口にして都城に,'!',入りできるようにしており、その卜に2

後、0本の植民地時代5更の開門を罷術と呼んだ‘
崇礼門の前景(1903年）と

－時
よ
塀
け

Ｉ 建ての

1425年(世宗7)4月に初めて

崇礼門に錨をI'llるしたとい

う記録があり、その後は雌

を鳴らして入定と罷耐を知

らせたという記録も1536年

(中宗31)、1594年(宣Ⅱ27)、

拶蝋制

崇礼門は物
復Ill後の瑛礼I"Ji火災復Illの過程で確認された幾つかの新事実を復

11:11事に反Hﾘ↓して、それまでの|川違いを修正した。1階屋根の降り

棟の靴像を8体から7体にし、人棟の長さを15.7mから16.6mにする

とN時に、束の階段のi|i,V,を2.9mから5mへと増やした。また、門楼

1階の'11央|＃lにi没¥nされた板の間は、ウムルマル(井の字形に組んで

うに束
E共進会や博覧会の会場としてｲミ11)11され、1930ｲ|ﾐ代の

と接近も禁じられ、崇
を巡ら

後半からは叫岨内部へのIll入り
I"l楼

礼門は周辺道路に|川まれて佃,'‘‘ﾙのように孤立してし
床を'脹り

まった
棟には刺

敷いた板1(11)から長板へと

変えられた。また、1907年

-1909年の間に壊された城

門の左右の城壁のうち、東

53m、西16mを復元した。

、力車(1905年）？
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首菩全図(1840年代）
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現在朝鮮通信使行列図(1636年）
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崇ﾈ1門の地盤補強呼び門楼

補修工事

2013年5月4日

復|日工事の完了

および一般公開

2005年

周辺に公園を造成

1973年1868年｜高宗5 1961年～1963年

｡’鰯争の間
高宗36、光武3

虹娩(アーチ型)の

~1909年|純宗即位~2莫陽に都城を建設
’ 事

修理）

丹青の工事門楼の屋根の修理工事 完全に解体して復|日工事

を行う

石稲みと門楼下↓〔

|難撫駕幾“(屋根の部材を交換して修理） 線路を仮設 が損傷を受ける

|鴬悪…．
2階構造の多包式建物

2006年3月3日

一般公開’
1

1962年12月20日

国宝第一号に指定 ’
｜

’

1910年|純宗3
’

|周りに円形の石積みを建設 2008年Z月10日

放火により火災発生

2008年2月～2010年2月

火災被害に対する精密調査と

復|日計画を樹立
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